
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年末からの政治資金問題については、国民不信を招く状況となっており、自民党所属の

国会議員として心からお詫び申し上げます。現在、実態解明および党内処分の手続きが進め

られています。課題を明確にし、今後に向けて政治資金規正法の改正を含めて、国会改革を

実行し、政治資金についての透明性を高め、ルールの厳格化を図るべく取組んで参ります。 

 

                           

                                       令和6年 3月 24日、住吉区民センター集会室 

                         において、ふれあい対話集会を開催。 

                          衆議院厚生労働委員会で質疑を行った「生活保

護制度」に関わる現状の課題、国において現在提

示されている「少子化対策」の概要、通常国会で審

議が予定されている「住宅確保要配慮者に対する

居住支援策」などについて、報告をさせて頂きま

した。また、山本長助（住吉区市政対策委員長）前

大阪市会議員からは大阪市予算や住吉区の開かず

の踏切問題などについても解説。 

ご参加の方々からも「「防犯カメラの設置状況」「出産育児一時金の支払方法」「地域での子育て支援」「水道 

事業の民間委託」など様々な視点からご指摘を頂き、意見交換の時間を持たせて頂きました。 

 今後とも、月一回（住吉区では 

４ヵ月に一度）の「ふれあい対話 

集会」を重ね、政治の動向を身近 

に感じて頂けるように全力を尽く 

します。 

 

 当日のYouTube 動画配信は、 

下記QRコードよりご確認下さい 

 

 

 

 

国政報告～ふれあい対話集会 in住吉～ 



 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

令和４年３月より毎週の柳本あきらの活動の一部を報告している WeeklyThanks

が、第 100 号を迎えることとなりました。主に SNS を活用して、Ｘ（Twitter）や

Facebook で活動写真と共に発信をしています。 

昨年9月までは環境大臣政務官（内閣の一員）として活動を進めてきましたが、再

び立法府の一員として、精力的に活動を展開しています。国会では、厚生労働委員会・

環境委員会・地域活性化-こども政策-デジタル社会形成に関する特別委員会に所属し、

質疑などを通じて政策実現に努めています。 


